
職種：営業　職務：クライアント管理
【概要】

　ユーザーのトレンドや顧客の営業戦略などを基に顧客の考えているニーズをより明確化し、 ウェブ・コンテンツの導入・活用を促す提案を行うとともに、 自社の顧客基盤を固める営業活動を行う
【仕事の内容】

マーケットの分析やニーズの仮説構築を行い、 顧客の営業戦略や商品戦略を踏まえてウェブ・コンテンツ活用に向けた需要を喚起し、企画提案や交渉を行うとともに、顧客との関係強化を図る。

顧客ニーズの創出や提案では、ユーザーのトレンドやウェブ・コンテンツの最新動向及びインターネットとの機器連携の動向などの情報収集を元に具体的な顧客ニーズの仮説を立て、 顧客ニーズを引き出す提案を行う。

また、 顧客とのさまざまな折衝・交流を通じ、 相互にメリットある結果を導きながら顧客との信頼関係を深耕する。
【求められる経験・能力】

（1） マーケットの分析やニーズの仮説構築及びそれに伴った顧客に対する提案や折衝を行うため、受注営業やコーディネーション（交渉・調整）の実務経験を積んだ後、 この職務に就くケースが多い。 中途採用の場合は、 一定の実務経験や実績が要求される。
（2） 対象相手や業務分野の幅も広く、求められる知識なども多岐にわたり、社会動向・技術動向などをキャッチし、顧客に対し提案や折衝していくための現状分析力、企画立案力、交渉力が求められる。
（3） クライアントや社内関係者との信頼関係を構築する真摯な姿勢や柔軟なコミュニケーション能力が求められる。
【関連する資格・検定等】
・ウェブデザイン技能検定１級・２級・３級〔厚生労働省  職業能力開発促進法
（国家検定）〕［指定試験機関：特定非営利活動法人インターネットスキル認定普及協会］
・ ＩＴパスポート試験［独立行政法人情報処理推進機構］

・基本情報技術者試験［独立行政法人情報処理推進機構］

・ コンピュータサービス技能評価試験 ［中央職業能力開発協会］

・マルチメディア検定［公益財団法人画像情報教育振興協会］

・知的財産管理技能検定〔一般財団法人知的財産研究教育財団〕

・ ウェブ解析士認定講座〔一般社団法人ウェブ解析士協会〕
【労働省職業分類（小分類）との対応】

２５３     企画・調査事務員

３４５     通信・情報システム営業員

３４９     その他の営業の職業

【参考： ＩＴスキル標準 ［独立行政法人 情報処理推進機構〕 のキャリアフレームワークとの対応】

・セールス、 コンサルタントに相当する。

